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SAR型 気密スライドドア
手動

注意事項

施工する前のドアや枠材は直射日光の当たらない場所へ保管して下さい。

保管の際は、 長時間の横積みの状態はなるべく避けて下さい。 ドアやパネルが反ってしまう恐れがあります。

持ち手や引き手にぶらさがったり、 足場にしたり、 物を掛けたりしないでください。 危険ですし、 持ち手等が

正常に機能しなくなる恐れがあります。

錠前は分解、 改造しないでください。 中の部品が飛び出して思わぬケガをしたり、 正しく組立て直すことが出

来なくなることがあります。

ロッド棒を出したままドアの開閉をしないでください。 錠受けが破損する原因となります。

レール内部の金物は分解、 改造しないでください。 中の部品が飛び出して思わぬケガをしたり、 正しく組立て

直すことが出来なくなります。

レールを取付けるに当たり、 レールベース下地補強板をリベット固定する際に下穴を開けますが、 この際に壁

パネルの裏側へ貫通又は打痕が出ないように注意してください。

扉を吊る前に、 表面材の養生シートを “剥がして” おいてください。 特に裏側については、 吊り込み後には大

変 “剥がし難い” 状態になります。

ドアを吊った後に床仕上げ作業がある場合は、 扉を一度外して別の場所に保管する等して下さい。 扉を吊った

状態で跳ね上げてしまいますと吊車金物が変形し、 動作しなくなる恐れがあります。

レールおよびレールベース取付けの際に発生する切粉は、 吸引やエアブローなどで完全に除去してください。

金属ヘラやタワシなどで擦ると、 表面のアルマイトが傷つき、 腐食の原因になります。 また、 塩分 ・ 酸 ・ アル

カリなどが付着すると腐食の原因になりますので、 すぐにふき取ってください。
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・

・

・

・

・

・

・

07902-AKT-002-20
2023/11

SAR型 気密スライドドア
油圧自閉‐片引き

自閉アシスト付き手動‐両引き

注意事項

施工する前のドアや枠材は直射日光の当たらない場所へ保管して下さい。

保管の際は、 長時間の横積みの状態はなるべく避けて下さい。 ドアやパネルが反ってしまう恐れがあります。

 

・

持ち手や引き手にぶらさがったり、 足場にしたり、 物を掛けたりしないでください。 危険ですし、 持ち手等が

正常に機能しなくなる恐れがあります。

錠前は分解、 改造しないでください。 中の部品が飛び出して思わぬケガをしたり、 正しく組立て直すことが出

来なくなることがあります。

・

・

・

・

ロッド棒を出したままドアの開閉をしないでください。 錠受けが破損する原因となります。

油圧ドアクローザは、 ドアを自動的に閉じるためのもので、 油圧によりゆっくり閉じる構造になっています。

季節の温度変化等により、 ドアの閉じる速度が変わることがあり、 極端に速度が速くなるとケガをすることがあ

ります。 ドアの閉じる速度は、 調整弁によりコントロールすることができますので、 調整してください。

・

・

レール内部の金物は分解、 改造しないでください。 中の部品が飛び出して思わぬケガをしたり、 正しく組立て

直すことが出来なくなります。

レールを取付けるに当たり、 レールベース下地補強板をリベット固定する際に下穴を開けますが、 この際に壁

パネルの裏側へ貫通又は打痕が出ないように注意してください。

・

・

・

・

扉を吊る前に、 表面材の養生シートを “剥がして” おいてください。 特に裏側については、 吊り込み後には大

変 “剥がし難い” 状態になります。

ドアを吊った後に床仕上げ作業がある場合は、 扉を一度外して別の場所に保管する等して下さい。 扉を吊った

状態で跳ね上げてしまいますと吊車金物が変形し、 動作しなくなる恐れがあります。

レールおよびレールベース取付けの際に発生する切粉は、 吸引やエアブローなどで完全に除去してください。

金属ヘラやタワシなどで擦ると、 表面のアルマイトが傷つき、 腐食の原因になります。 また、 塩分 ・ 酸 ・ アル

カリなどが付着すると腐食の原因になりますので、 すぐにふき取ってください。
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１

全体構成について

１． 構成部品および名称 （片引）

２． 構成部品および名称 （両引）

ストッパー
（戸尻）

クッション当て金具
（クローズ用）

キャッチ

キャッチ

キャッチ

キャッチ

エアークッション
（クローズ用）寄せ金具

（戸先）

寄せ金具
（戸先）

寄せ金具
（戸尻）

寄せ金具
（戸尻）

安全ゴム

ストッパー
（戸先）

Ｒ

Ｌ

ストッパー
（戸尻）

クッション当て金具
（クローズ用）

エアークッション
（クローズ用）

ストッパー
（戸先）

安全ゴム

Ｌ Ｒ
ストッパー
（戸尻）

ストッパー
（戸尻）

クッション当て金具
（クローズ用）エアークッション

（クローズ用）ワイヤーガイドワイヤープーリ

ワイヤー接続金具

ストッパー
（戸先）安全ゴム

片引 （右）

片引 （左）

レールおよびレールベース取り付けの際に発生する切粉は、 吸引やエアーブロー

などで完全に除去してください。

注意

※１　クッション当て金具（クローズ用 / 両引き連動）は、 取付け位置（穴）が異なります。

詳細は 『８．クッション当て金具の取付け』 を参照して下さい。

（※１）

全体構成について

１． 構成部品および名称 （片引）

２． 構成部品および名称 （両引）

油圧クローザー ストッパー

ストッパー

チェーンブラケット ワイヤープーリ

チェーン

吊金具

吊金具
キャッチ

寄せ金具
（戸先） 寄せ金具

（戸尻）

油圧クローザー

ストッパー
（戸尻）吊金具 吊金具

ストッパー
（戸尻） ストッパー

（戸先）

チェーンブラケットワイヤープーリ チェーンキャッチ キャッチ

油圧クローザー ストッパーチェーンブラケットワイヤープーリ

ストッパー チェーン

吊金具 吊金具

キャッチ

寄せ金具
（戸先）

寄せ金具
（戸尻）

片引 （右）

片引 （左）

レールおよびレールベース取り付けの際に発生する切粉は、 吸引やエアーブロー

などで完全に除去してください。

注意



２

工事手順について

１． 開口枠の取付け

１） パネル開口部にチャンネルを固定してください。

２） 開口枠を組立ピースで３方向に組み立てください。

付属のスポンジをパッキンの中空部に差し込んでください。

３） 開口枠をチャンネルにネジで仮固定します。 （長穴部）

４） 開口枠のＶ溝を目安に垂直に調整します。

５） 位置が決まったら長穴の近くの穴にネジ固定します。

６） 蓋材をはめます。 （蓋材は一度はめると容易に外れないので

建付けの調整が終わってから最後にはめてください。）

２． パッキンの接触調整

１） 滑車の吊りボルトを緩めてドアの出入を調整します。

ドアを吊り込みしてから行います。

２） ドアを開けた際にパッキンとドアに隙間ができるようにしてください。

（ドアを閉めた際にはパッキンに接触して多少つぶれる程度）

３） 床ガイドローラーを調整して閉まった際にパッキンに接触して

多少 （２～３mm） つぶれる程度に調整します。

その他として、 パッキンは底部が一枚剥がすことができます。

必要な場合にパッキンを外して剥がしてください。

Ｖ溝合わせ

蓋材

シート
剥がし可能

パッキン

長穴加工
（調整用）

ガイドローラー

コーキング コーキング

ドアを開けた際に隙間が見える程度

スポンジ

パッキン

吊ボルト

トラス頭ドリルネジ 4×16



３

工事手順について

３） レールベース下地補強材の取付け位置を壁パネルに印してください。

取付け位置は必ず施工図面で確認してください。 （錠受けがずれて錠が掛からなくなることがあるため）

また、 必ず水平になるように注意してください。

１） トップカバーは両端をネジ固定した状態で出荷されていますが、

リベットを打つ際に邪魔になるため、 一時的に外してください。

４） レールベース下地補強材の裏側剥離紙を剥がして貼付けた後、 ３００～４００ピッチ程度に “鍋頭リベット”

　　 で固定してください。

５） レールベースをレールベース下地補強材に差し込み係止させてください。

次ページへ続く

２） 床レベルを確認し、 傾斜が戸尻側に向かって上昇している場合、 １２mm 未満であれば

問題ありません。 傾斜が１２mm 以上ある場合は、 開口部の FL が高い位置を基準に、

　　 沓摺りを水平に設置し、 その位置を基準にレールベース下地補強材を取付けてください。

３． レールの取付け

①

②
③

レールベース
下地補強材

レールベース

①

②

③

レールベース
下地補強材

トップカバー
鍋頭リベット

1
2
m

m
未

満

レ
ー

ル
ベ

ー
ス

下
地

補
強

材
 取

付
け

寸
法

レールベース下地補強材

開口

1
2
m

m
以

上

レ
ー

ル
ベ

ー
ス

下
地

補
強

材
 取

付
け

寸
法

レールベース下地補強材

開口

沓摺り

リベットの下穴を開ける際、 壁パネルの裏側面材をドリル先端で突かないようご注意ください。注意！



４

工事手順について

６） 戸先側を１箇所固定し、 戸尻側を１２ｍｍ持ち上げた状態で１箇所固定してください。

　　 その後全体をネジ止め固定してください。

片引 両引

７） １の要領の逆の手順でトップカバーを取り付けてください。

全体図

レールベース
下地補強材

レールベース

Ａ

Ｂ

12

戸先 戸尻

戸先側の Aの箇所をネジ固定します。
（鍋頭ドリルネジ５×３５）

戸尻側を約１２ｍｍ上げた状態にして
戸尻側の Bの箇所をネジ固定します。

ネジ止めラインに沿って４５０ピッチ
程度にネジ固定を行ないます。

レールベース
下地補強材

ガセットレールベース

コーキング

Ａ

Ｂ

戸先 戸尻

戸先側の Aの箇所をネジ固定します。（鍋頭ドリルネジ５×３５）

ガセットで左右を連結してあるので、固定ネジを緩めて
横にずらします。

戸尻側を約１２ｍｍ上げた状態にして戸尻側の Bの箇所を
ネジ固定します。

もう片方のレールベースも同じように作業し、ネジ止めライン
に沿って４５０ピッチ程度にネジ固定を行ないます。

レールベース中央部に隙間が生じるのでコーキングにて隙間を
埋めます。

12

レールベース
下地補強材

壁パネルネジ止めライン

トップカバー

レールベース

一番下のネジ止めラインには、

滑車が通る際に邪魔にならない

場所に打てそうであれば打って

ください。

鍋頭ドリルネジ５×３５

開口枠

トップカバーの取り付け位置にご注意ください

鍋頭リベット４Φ



５

工事手順について

４． 連動ワイヤーの取付け

１） 左プーリのセットプレート固定ネジを緩めて１０ｃｍくらい右に移動させてください。

２） 左プーリをセットプレートにネジ止めし、 ワイヤーをワイヤーガイドに入れてください。

３） 左プーリをマーキングされた定位置まで左に移動して固定してください。

４） スプリングが効いていない場合には、 左右プーリのテンションナットを締め込んで調整

してください。 ドアの吊り込み後、 左右のドアセンターレールセンターからずれるようで

したら左右プーリのテンションナットで調整またはセットプレートの位置調整でセンターを

合わせてください。

※ 両引き ・ レール分割納めの場合

プーリ
セットプレート

イモネジ ６×１０

スプリングテンションナット

ロックナット
ワイヤー

ワイヤー接続金具

ワイヤーガイド
連動ワイヤー

ワイヤーガイド

左プーリ 右プーリ

ワイヤー接続ワイヤーガイド

連動ワイヤー

ワイヤー接続

工事手順について

⑤ 取付け板がこの位置に来るようにかけてください
（１０ｍｍ程度のズレは問題ありません）

取付け板が中心から均等位置に来るように
ワイヤーの長さを設定しています。ずれる
場合はワイヤー長さを調整してください。

⑥ クローザーを手で押しながらガセットプレートの
ネジを締めて固定してください

⑦ 取付け板の位置が正しいところに来ていることを確認したら
吊車と接続して、ピンを抜いてください

170 170

取付け板

チェーンを掛ける

４． チェーン / ワイヤーの取付け

両引きの連動仕様の場合は下記の要領でチェーン / ワイヤーを取付けてください。

＜ スプロケットの標準位置（閉じ状態）について ＞

●ピンが抜けてしまった場合
ピンが抜けてスプロケットがフリー状態でまわってしまった
ら、反時計方向に 1周まわしてピン止めしてください。
この状態が閉じ状態のクローザの標準です。

スプロケットを反時計方向に 2～３周まわして一度放します。
止まったところで再度スプロケットを反時計方向に１周まわ
してピン止めしてください。
この状態が閉じ状態のクローザの標準です。

●ピンが抜けて長い時間が経過している場合

① スプロケットが動かないようにピンを
入れておきます

④ チェーンをスプロケットに
掛けてください

② ガセットプレートのネジを緩めてクローザ本体を
スライドできるような状態にしてください

③ ワイヤーをプーリに掛けてください
戸尻側吊車の閉じ状態位置

スプリング

ピン固定

スプロケット

注意！　あまりに強い張りは動きを鈍らせたり、ワイヤー切断の原因となります。

※ 両引き ・ レール分割納めの場合



６

５． 両引き連動ワイヤーの調整

１） スプリングは６～１０ｍｍに圧縮されている状態とします。

ワイヤーはスプリングにより一定のテンションを与えられます。

スプリングが効いていない場合以外の調整は必要ありません。

２） スプリング状態を調整する場合にはテンションナットを締緩し、 ロックナットで固定します。

※ 必要以上のテンションやたるみは早期破損の原因となります。

工事手順について

プーリスプリングテンションナット

ロックナット
ワイヤー

ＭＥＭＯ



７

工事手順について

１） 下図を参考に定位置に打ち込みアンカー (M８) で

ベース金具を取り付けてください。 （下穴Φ８.５）

２） ローラー金具をベース金具に取り付けてください。

３） ローラー部は左右位置を調整できますので、 壁

　　 ブロックに当たる位置に置いてください。

壁付けブロック 壁付けブロック 壁付けブロック

ガイドローラー ガイドローラー

片引 両引

戸先戸尻 戸尻 戸尻

開口枠 片引きの場合、戸先と戸尻で
ガイドローラーの種類が異な
ります。

戸先用

※目印に緑の
　シール付き

戸尻用

片引き 両引き

戸尻戸先94

37

29

24 13 13 24

開口枠

戸尻戸尻 戸先 戸先94

24 13 13 24

全体図

ガイドローラー取付け寸法
ローラー金具

ベース金具

左右位置調整

次ページへ続く

ガイドローラー

開口枠

壁パネル
扉

壁付けブロック

ガイドローラー

壁付けブロック 打ち込みアンカー（Ｍ8）
下穴Φ8.5

壁
パ
ネ
ル

扉

６． ガイドローラー ・ 壁付けブロックの取付け５． ガイドローラー ・ 壁付けブロックの取付け



８

壁
パ
ネ
ル

壁
パ
ネ
ル

工事手順について

下図のように、 扉を開いて壁付けブロックに扉が

接したときに、 パッキンと扉のあいだにすき間が

必ず空くように調整してください。

戸尻

8240

10
15

壁付けブロック

皿頭タッピングネジ
４×４５

アルミライナー
（０～２枚）

壁付けブロック ライナー

１） 取付け場所の床レールの有無 ・ R 巾木 (20R) の有無によって、 使用するアルミライナーの

枚数が変わるので下表で確認してください。

床レール

有り 有り ０枚

１枚

２枚

１枚

有り 無し

無し

有り

無し

無し

①

②

③

④

R 巾木 (20R) アルミライナー （３ｍｍ）

２） 下図を参考に FL から３０ｍｍの位置に取り付けてください。

壁付けブロック取付け寸法

壁付けブロック

30

扉

パッキン

すきま

壁付けブロック

接した状態

す
き
ま



９

工事手順について

ドアの吊込み

表面

【戸尻側】

【戸先側】

裏面

滑車ガイド

吊金具

滑車ガイド固定ネジ

滑車ガイド固定ネジ

表面

裏面

表面

裏面

高さ調整ネジ A

固定ネジ B

固定ネジ C

１） 吊金具から固定ネジ C を緩めて 「外れ止め」 を外し

てください。 （戸先側 ・ 戸尻側とも）

２） 戸先側 ・ 戸尻側の滑車ガイドを、 滑車ガイド固定ネジ

にて取り付けてください。

※戸先側と戸尻側で滑車ガイドの上下の向きが違うので注意！

※注意！ （滑車ガイド）

戸先側 戸尻側

高さ調整

１） 吊金具の固定ネジ B ・ C を緩めてください。

【必要に応じてライナーで高さ調整】

（ex ： 戸尻レールを持ち上げた状態において

　　　　戸尻側滑車の調整範囲を超えた場合等）

 

吊ボルトを緩めて滑車とドアの隙間に差込んでください。
２） ドアと床面の隙間を高さ調整ネジ A で

調整してください。

３） 固定ネジ B ・ C を締めてください。

３） ドアを正面より吊り込んでください。

４） 「外れ止め」 を取り付けてください。
表面

裏面

吊金具

外れ止め

固定ネジ C

テーパーが下を向いているときに、ブロックが下を向くものと
上を向くものの 2種類があります。取付け間違いのないよう
ご注意ください。

ライナー

吊ボルト

滑車

７． ドアの吊込みおよび高さ調整６． ドアの吊込みおよび高さ調整



１０

※ 両引き連動仕様の戸尻側

（クローズ用）は、 下の穴で

固定してください。

工事手順について

８． クッション当て金具の取付け

１） クッション当て金具はオープン用を

レール内に同梱してあります。

２） 両引きの場合には連動ワイヤーに

結束してあります。

３） これらの取付けネジは吊車に

取付けてあります。 吊金具

クッション当て金具

アップセット
M６×１０

ストッパーの固定

９． ストッパーの位置固定

１） 出荷時の位置が標準位置となりますが、 取付け時にあわせて調整をしてください。

（ストッパー固定ネジを緩めると移動が可能です。）

２） 最終位置が決まったら鍋頭ドリルネジを打ち込んでストッパーを固定してください。

出荷時の位置が標準位置となりますが、

取付時にあわせて調整をお願いします。

（ストッパー固定ネジを緩めると移動可能。）

最終位置が決まったら鍋頭ドリルネジを

打ち込みストッパーを固定します。

キャッチの固定

キャッチ部材は戸尻側のみに付属します。

開放時に保持力が弱い時、 キャッチが長穴に

なっていますので調整してください。

キャッチ固定ネジを緩めると上下に動きます。

位置がきまったらキャッチ固定ネジを締めてください。

レール

レール

ストッパー
（戸先）

ストッパー（戸先）ストッパー（戸尻）

鍋頭ドリルネジ

５×３５

キャッチ固定ネジ穴が長穴になっています。

開放時固定できるように調整してください。

キャッチ固定ネジ

板バネ（滑車をレールに押し付けるように挟持）

板バネ

ストッパー（戸尻）

キャッチ（戸尻のみ）

ストッパー固定ネジ

キャッチ（戸尻のみ）

７． チェーンブラケットの取付け

１） 吊金具に取付けてあるボルトでチェーンブラケットを固定して下さい。

片引 （左）

片引 （右）

工事手順について

取付けネジ

吊金具

吊金具

チェーンブラケット

チェーンブラケット

アップセット
M６×１０



１１

１０． エアークッションの調整

１） ニードル弁調整つまみを廻してシリンダー内のエアー抜け速度を調整します。

実際にドアを開閉しながらアクション調整してください。調整後はロックナットで固定してください。

エアークッションは開閉するドアでピストンが押され、 シリンダー内のエアーが

抜けて、 ドア開閉時の最終アクションが緩やかになります。

２） 以上で調整終了です。 もし、 ドアの跳ね返りなどが残るようでしたら、 跳ね返り防止弁

調整ネジを廻してください。 さらに微調整が可能です。

注意 ； この跳ね返り防止弁調整ネジを廻すときは抜け落ちるまで廻さないでください。

内部のスプリング等が飛び出すことがあります。

工事手順について

エアークッション
（シリンダー部）

跳ね返り防止弁
調整ネジ

ロックナット

ニードル弁
調整つまみ

ピストン先端部
（ピストン押込み状態）

鍋頭ドリルネジ
５×３５

ストッパーの固定

８． 油圧クローザの調整

９． ストッパーの位置固定

１） 左へ廻しすぎると閉じ速度が速くなり、

通行中においてドアに当たって転倒したり、

ケガをする恐れがあります。

１） 出荷時の位置が標準位置となりますが、 取付け時にあわせて調整をしてください。

（ストッパー固定ネジを緩めると移動が可能です。）

２） 最終位置が決まったら鍋頭ドリルネジを打ち込んでストッパーを固定してください。

出荷時の位置が標準位置となりますが、

取付時にあわせて調整をお願いします。

（ストッパー固定ネジを緩めると移動可能。）

最終位置が決まったら鍋頭ドリルネジを

打ち込みストッパーを固定します。

キャッチの固定

キャッチ部材は戸尻側のみに付属します。

開放時に保持力が弱い時、 キャッチが長穴に

なっていますので調整してください。

キャッチ固定ネジを緩めると上下に動きます。

位置がきまったらキャッチ固定ネジを締めてください。

２） さらに左に廻しすぎると抜け落ちて本体

内部の油が噴出し、 目に入ったり衣服や

壁 ・ 床を汚す恐れがあります。

※ ご了承ください

油圧クローザ本体において、 第２～３速度の変化点に個体差があります。

油圧クローザの調整ネジによってドアの開閉速度を

調整することができます。

ただし、 標準速度 （６～１０秒） を守ってください。

速度調整弁

第１速度

全開全閉

第２速度第３速度

はやい おそい１

２３

工事手順について

レール

レール

ストッパー
（戸先）

ストッパー（戸先）ストッパー（戸尻）

鍋頭ドリルネジ

５×３５

キャッチ固定ネジ穴が長穴になっています。

開放時固定できるように調整してください。

キャッチ固定ネジ

板バネ（滑車をレールに押し付けるように挟持）

板バネ

ストッパー（戸尻）

キャッチ（戸尻のみ）

ストッパー固定ネジ

キャッチ（戸尻のみ）



１２

工事手順について

１） サイドカバーを図の要領でレールの端部に取付けてください。

２） フロントカバーを差し込んで取付けてください。

※ レール内部の作業をする際は、 突起部分に引っ掛けることで開状態を保持できます。

※ 図はサニタリーカバー付きの場合の形状です。

トラス頭タッピングネジ
４×２５

トップカバー

①

②

③

フロントカバー

①

②

③

潜り込ませる

①

②

①

②

フ ロ ン ト カ バ ー を 開 け る 際 に は
トップカバーが多少動きます。
サニタリーの上部コーキングを施
した後は、コーキングが切れ易い
のでフロントカバーを 開けること
をなるべく避け、開ける際には注
意してください。
閉める際には問題ありません。

トラス頭タッピングネジ
４×１２

１１． レールカバーの取付け１０． レールカバーの取付け



１３

※ 両引き ・ レール分割納めの場合

レールの接続部分はジョイント金具を使って取付けてください。

ジョイント金具

フロントカバー

トップカバー

工事手順について

皿頭小ネジ
４×１０（Ｄ６）

１２． レールカバーの接続１１． レールカバーの接続



１４

１． UD錠受金具の取付けおよびドアロックの調整

オプションについて

１） 受金具固定ネジで UD錠受金具をストッパーに取付けてください。

※ トラス頭ドリルネジでの固定は、 必ずロッド棒がかかることを確認してから行なってください。

２） 受け金具固定ネジ ×２本を緩めると縦方向に調整が可能です。 扉の高さ調整及び、 錠のかか

りを確認するまで、 仮固定しておきます。

３） 扉の高さ調整、 ロッド棒がかかる事を必ず確認してから、 トラス頭ドリルネジを開口チャンネル

に打ち込み、 UD錠受金具を固定します。

※ 扉が閉まる際に戸先に当たらないよう注意

扉が閉まる際に
下方向に落ち込みます

※ トリガーがしっかりかかるか確認

受金具固定ネジ

ストッパー

開口チャンネル

トラス頭ドリルネジ
４×１６

UD錠受金具

受金具固定ネジ



１５

２． サニタリーカバーの取付け

サニタリーカバーの取外し方法

オプションについて

フロントカバーを開けて、 トップカバー隅に

ある穴にドライバーなどを入れて、

サニタリーカバーを持ち上げ、

取外してください。

１） ピースの上にサニタリー上部枠を置き、 トラス頭ドリルネジで壁パネルに固定してください。

２） サニタリーカバーを取付け、 サニタリー上部枠との接点をコーキングしてください。

92

フ ロ ン ト カ バ ー を 開 け る 際 に は
トップカバーが多少動きます。
サニタリーの上部コーキングを施
した後は、コーキングが切れ易い
のでフロントカバーを 開けること
をなるべく避け、開ける際には注
意してください。
閉める際には問題ありません。

上部枠

サニタリーカバー

上部枠

サイドカバー

段差や隙間

サイドカバー

ピース

トラス頭ドリルネジ

４×１６

段差や隙間

段差や隙間が生じる場合には

コーキングで埋めてください。

レールベース下地補強材

トップカバー

サニタリーカバー

③

②

①

サニタリーカバー

トップカバー

サニタリーカバー

コーキング

レールベース下地補強材

ドライバー等

トップカバー



１６

３． シリンダー / サムターンの交換方法

オプションについて

１） 先ず、 シリンダーにキーを差し込み、 解錠状態を保ちます。

２） 安全ゴムに空けてある穴にプラスドライバーを差し込み、 シリンダー止めネジを

左へ５～６回廻した後、 シリンダーとサムターンを左廻しで取外します。

３） シリンダーの取付けは、 キーをシリンダーに差し、 キーを指で掴んだまま、

もう一方の手でシリンダーをケースにねじ込みます。

（キーは “MIWA” の刻印が上を向いた初期状態を必ず保ってください。）

シリンダーを充分にねじ込み、 “MIWA” の刻印が上部にくる位置で止めます。

４） サムターンをケースに充分にねじ込みます。 “MIWA” の刻印が上 ・ 下にくる

位置で止めます。 摘みが垂直になった状態を必ず保って下さい。

５） シリンダー止めネジを右へ廻して締め込むとシリンダー / サムターンが固定され

ます。 シリンダーとサムターンの動作確認をしてください。

正常に作動すれば作業終了です。

シリンダー止めネジを廻すときは、 インパクトドリル等の電動工具は避けてください。

廻しすぎると、 シリンダー止めネジが破損する場合があります。

注意！

注意！

シリンダー / サムターンに強い衝撃を加えないでください。

施錠できなくなる状態になることがあります。

このシリンダーは美和ロックの U9 型です。

通常、 キーは水平状態の時に引き抜くことができます

がシリンダーの取付けの際、 キーの向きが正しくない

状態で取付けると作業後にキーが抜けなくなります。

作業後にキーが抜けない場合は、 鍵穴を上図と同じ

向きにしてからもう一度、 作業をやり直してください。

注意！

サムターン錠

シリンダー止めネジ

シリンダー錠

ロッド棒

安全ゴム



１７

オプションについて

●ネジ固定 FB沓摺り

４． 沓摺りの取付け （ネジ固定 FB 沓摺り）

１） ５mm 前後の隙間であればズレパッキンで吸収することができますが、 床面にそれ以上の不陸がある場合は、

床とズレパッキンとの間に隙間が発生し、 気密を保持できなくなります。

２） 沓摺りとライナーを使用し、 接触面を水平にする事でズレパッキンとの隙間を無くし、 フラットな表面とすること

で気密を保持することができます。

※ 不陸の対処がなされるまでは、 踏まれてしまないように養生してください。

沓摺り ライナー不陸の対処方法については、現場責任者と

ご相談の上で対処をお願いします。

●ネジ固定 FB沓摺り

皿頭Ｐレスアンカー

３×３８

ライナー

沓摺り

▼ＦＬ

●ネジ固定 FB沓摺り

扉本体 開口枠

開口枠

開口枠

ガイド

≒300ピッチ50 50≒300ピッチ

Ｗ

Ｌ=沓摺り寸法（Ｌ=Ｗ+100） 60

3

【取付け位置】

沓摺は開口枠に当たる位置で設置してください。

その際、パッキンの下に滑りこませる形で配置してください。

（パッキンを押し付けて潰さないでください。）

ガイドは沓摺に並べて配置してください。

沓摺り

5050 5050

皿頭Ｐレスアンカー

３×３８

φ4.2（D=8用皿取）



１８

オプションについて

【取付け位置】

沓摺は開口枠に当たる位置で設置してください。

その際、パッキンの下に滑りこませる形で配置してください。

（パッキンを押し付けて潰さないでください。）

ガイドは沓摺に並べて配置してください。

不陸の対処方法については、現場責任者と

ご相談の上で対処をお願いします。

●ネジ頭の見えない沓摺り

●ネジ頭の見えない沓摺り

ライナー

４． 沓摺りの取付け （ネジ頭の見えない沓摺り）

１） ５mm 前後の隙間であればズレパッキンで吸収することができますが、 床面にそれ以上の不陸がある場合は、

床とズレパッキンとの間に隙間が発生し、 気密を保持できなくなります。

２） 沓摺りとライナーを使用し、 接触面を水平にする事でズレパッキンとの隙間を無くし、 フラットな表面とすること

で気密を保持することができます。

※ 不陸の対処がなされるまでは、 踏まれてしまないように養生してください。

沓摺り

沓摺り

ライナー

１０φ×深さ２０ｍｍ

変性コーキング充填

▼ＦＬ

●ネジ頭の見えない沓摺り

開口枠扉本体

開口枠

開口枠

ガイド

≒300ピッチ50 50≒300ピッチ

60

3

沓摺り

Ｗ

Ｌ=沓摺り寸法（Ｌ=Ｗ+100）

5050 5050

１０φ×深さ２０ｍｍ

変性コーキング充填



１９

その他

１） 固定ネジを緩めると引寄せ金具を左右に移動できます。

２） 扉が閉鎖状態のときに、 樹脂ブロックが引寄せ金具に当たらない位置に

　　 調整してください。

３） 調整が終わったら固定ネジを締め直してください。

固定ネジ

戸先用

固定ネジ

戸尻用

ストッパ

樹脂ブロック引寄せ金具

閉鎖状態で当たらない程度 閉鎖状態で当たらない程度

１． 引寄せ金具の調整



２０

ＭＥＭＯ
その他

２． 両引きのセンター調整処理

両引きの扉センターがずれている場合に、 以下の手順で調整してください。

調整代は左右とも５ｍｍずらすことができます。

１） ボルトを緩めてください。

２） 左右の扉をずらして調整してください。

３） ボルトを締め直してください。

通常状態

左へずらした状態

右へずらした状態

ＣL

ＣL

ＣL

ボルト ボルト

ボルト

ボルト

ボルト

ボルト



２１

ＭＥＭＯ
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